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フ回インドリヒ博士を迎えて

山　本　　一　清

　去ろ三月十九日、大阪毎日新聞の上海電報

li　．突如εして・掲逸ポ）ンダム天丈蔓のフロ

ィンドリヒ博士が紳戸に接近しつ、あるこミ

か報じずこ。自分に庇れな見て、．ハツミ胸か躍

らぜナこ。「スマトラの目食からの麟途なのだ」

　其の朝、大學へ行って・新城教授ピ其の事
ゐ毒舌し、何’Sかし『て京都入學に博士奄迎え、

出承れば一場の講演でもi照みナこいE思っナこ。

船にプレシデン｝・ヰルソン號で、二十日にば

其れが上海から神戸へ着く筈だこわかったの

で、憩戸の船証書へ電話葱かけるやら、船あ

ての、fノ迎電報か打つmpら、又、京郡のニケ所

のホテ｝レに室の先約が出敵てみろか否やた尋

担るpら、いろいろ手恥嘉しプこ。しかし、二

十日の正午頃までにば、博士からの何の湊風

も無く、ホテ1レの先約も無v、らしく、一畳凱

その船が魁偉へ何時に浩くか、船會祉からの

返事で1執明瞭でなかつ7：。

　「船匡着いても、博士六ちlt上陸の豫定で

に無く、すぐ、同じ船で横議へ、それから来

國へ、行かれるのかも知れない」

　カ“うも思liれナこ

　　　×　　　　×　　　　×　　　　×

　エル非ン・フロインドリヒ　tPt士ばドイツ國

のべ，レ1ン市郊外にあるボソダムの戦艦物理

天文墓iに於けろアインシタイン高塔観測室の

主任である。自分ば、外遊中、一昨年の末、

並の有名な天丈璽奄親しく訪ね、女臼，レーデ

ンドルフ．氏等の厚意存受け、かのアインシ’タ

イン塔の内9K　7Qeも見ぜられ．7こ。塔ば、アイン

シタイン氏の相舞原理引越瞼約に硯究する7：

め欧洲大戦中に着手ぜられ乳もので、拙著の

ヰルソン山天職墓ミ同；際に、一方に於いて太

陽光線の分析研究をすろiS同時に、他方に於

いてに天禮物理の實瞼研究なする目的の7こめ

あらゆる意昧に於いて最も悲歩し才こ製造定設

備ilが計書されてみる。自分が訪れナこ時（t、

塔の全膿ば未だ完成ぜす、蘇に太陽予測の備

へが進行中であって、只、二三人の男女の萌

究者力ちが地下層の室で物理學の實瞼硯究々

やつてみろの潜見すご。自分ば其の時フロイン

ドリヒ博士に會になかつナこ。博士lt、或る都

合で、外出中であっ六〇

　フロインドリヒ氏it可なり以前からの7k“　p｝

ダム三山である。蘇に早くから相欝原理の硯

究に專心し、1915年にば見事な書物な著に
され、それ匡全世界の學者7こちに讃まれてる

ろ019猛年8月のロシアの日食にに、ポツダ
ム天文蔓からの遠征隊長ぜして行きxアイン

シタイン原理の實際を観測する筈であっずこ。

不幸にして八月の始め、鰍洲大戦が起り・露

猫雨國ば互ひに敵罫すろこご、なり、當時ド

イツの軍籍に在つナ砒のフロインドリヒ博士

ii、多くの観測器鹸ぐうみ露軍に捕へられ、

捕虜tして数ケ月の間、敵地に幽囚旺られすこ

こErがある。一一一　iS　i　tかく、蕗の時の計書が

日食の時な利用して翔集原理葎實謹しようt

する最初の試みであっナこ。（此の實eeit、後に

1919年に蓋って、英國の學者ナこちが南太西洋

上の日食再審に於いて、遽に成功しすこ。）

　　　×　×　×　×
　さて、此の三月二十一日の日曜兼祭日の朝

自分に用事があって大ks！天文墓へ行つ犬。其

の時、突然、ミヤコ・ホテ）vから天文蔓あて

に電話がか、り、

　「昨日から、ドイツの天文學者の一行が宿

泊中でありまず。一行ば　フロインドリヒ博

士夫妻ごHフナン・〃リウベル氏亡です」
亡言って來ナこ（，「さて［t、來られ7こか」ミ、自

分ば直ぐ其；の電話の返事に

　「正午過ぎに匡ホテJレへ御訪れするから、

消毒御傳へfP願ふ」

s言って置いて、一方、直ちに宮城敷授に電

話なかけすこoSころが、此の日曜の好晴に、

教授ば朝早くより外出されすこ由で、果して何

所へ行かれ糞やら全くわからす、遂に、フロ

インドリヒ博士入洛の報た教授に通する遽な

全く失って了つ710上田助教授も亦此の頃不

在であっナ：oそれで、荘木助教授にだけは電

話で庇の事々知らNて斎いずこ。

　さて、定にかく、午後一時、自分ば英子S
共にミヤコ・ホテルに着けつけナこ。そして、

今ちょう～ゴ午餐ゐ9終i！られブこ1＝ごカ・りのf専士t

夫人及びクリウベ，V　Sk　S握手なし7；o博士ば

罪常［：長大な號躯の持ち圭で、元氣の良い顔

に喜びな一つばい表（tして、

　「ほんt！こ有難う。こうして私共の來1；こ

εた御知りになりましブこか？　なに？！上海
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カ・らの楽斤二二幸艮1　それカ｝ら、ホ与㍉レよりくZ）

電話で？！　なんt、日本の通信機關に鏡こい
ですね！！」

定、切qに感心の駿であろ◎一一始め自
分割工博士等が何語か話されるだろう凱多
少不安であっすご。「若し、ドイソ語だビするε

英子の口巨全く封じられて心月な．ければなら1
ブよいカミ」t心・酉冠しすこQtころカミ、初聾量面の日＃

［：、すばらしい見事な莫語た既の一行三人の

口から聞い71ので、自分［t大に安心し7こ。

　rメマ下うの日食に如何’でし柔］

　「少し曇られまけこ。しかし大しナここ言匡

無くて、爲眞は撮りましカ○之れが私の三度

目の日食ですへ第一回li工914年のロシアで、　旨

其の蒔ば戦争の六め灘測ぱ駄目でし7こ。次ぎi

ば1922年の印度洋の口食で・私ばクリスーマ牛

島に行竜象しす＝が、あの時Lt大雨績きで、暮；

食なごば思ひもよらす、洪水で流されさうで

し7二〇　こんこのも安全でぱありまぜんでしナこ1

カミ、それでも一通りば見ましナ：o」　　　　　　！

　「私ば二度行きましナこ。一度ば1918年に鳥

島へ。次ぎ阻922年に来國カタ1け島へ・回
して二度共に曇られまし7こ。御一行に三人で

すか？」
「ゼえ、ド〃ト1レ・一｝・一一ンレか尉このですが

同君ぱスマトラから西へ直ぐ蹄國しまし7：0

私ば暫くジヤゾに滞在して、相酌原理の講演

為しました。今から見覚へ渡りMヰ’レソン旧

天丈ii藷に一ケ月潜在して囁製する規定です。」

　「今　U、これからに？」

　「皆目ば、午後、案内看を雇うて市内な見

物する筈であっ7このですが、其れを憂更しま

す。すぐあなナこの天文剛臆．見ぜて下さい。」

書の御註丈。勿論．それ1工此方も望む所、ず

ぐ車か雇ひ、岡崎公園の景色の二三な説明し

つ、℃まもなく、五人の運勢に大塁の門内に

入り“天文壷の前で車な止め一7こ。

　天文嘉で（／、先づ、北館の各室な見ぜブこ。

無熱臨飯難器＿、＿＿＿・
驚いて、みつから幾度もハンド）レを廻1窪しす二

二ぜられ乳。廊下に．懸官られてあろヰ幕レソン．

山製の大型天艦爲眞も大に博士一行々喜ばぜ

’rこO†Pti・　［i　，中にもNセ≧タウルのナメが星

團の爲眞の前に暫く立ち止まって夫人に其の

説明かしてるられナこ。屋上へ上って、廣く四

方に見渡される市街の内外の景色も亦此うし

た族：客の心葎危い7：0

　南館でii［、薪着雑誌の室に博士［“’erく腰々

下し、なつかし氣に諸雑誌一一妹にドイyか
らのナハ｝】ヒテンや、物理．學や器械學』の維誌

のページをめくられ1た。永く、己が研究室奄

離bて、解し績けて居る均に取って、族行先
で雌うしナこ出版物一殊に、自分の故國から

のものた見る．こ鎖ち冒へやうも無い大きな

喜びある。自分も此うしナご経験秘度々持つオニ

　圖書室へ入っ，7こ時、クIJウベル君ば、早蓮

ナ茄レyアのB食表祉開いて、τ毒の次ぎの

日食ば何日？　鯨に口本で見えろ廊の次ぎの
日＝食じt？」E捜し女合める。それ（V．936年6月

19日7ご年矢rlれて、

　「其の時に匡ヌ，日本へ來るんだ」

芝言ひ合にれナこ。自分ほ害棚の＝1巨から、プロ

インド1ヒ鰭圭著の「癌邊原理』々引き出して

博士に見ぜすご。表紙ぱ汚れてゐ7：カ㌔博士に

　「よく囲まれ，てるる言登嫁だ」

（喜びつy、ボケソトからペン毒r出して；其；の

表紙裏に紀念の署名奄ぜられi’lo
　ユ比の葺き、　ちよ　う　ご蛇木周J教｛受力s見Z．7；o早

遽此の珍客1、e・iz介す，5・・S、フM・・iンドリヒ博

士ば維瓢箪の一隅に腰な下しくx

「スマ割判鋼慰llに二胡こ太賜爲雌
置ズレ御民舌ししまぜう」

E言ひつ・、紙の上に種々の圖た謁）・て、親

明潜ぜられ，7：0

　南部から次ば星學研究竃に案内しカ。そし

て出しい分引太陽窺翼機智見ぜれ◎一すお

書自分が此器械の掩ひ延取りきらない前に、

　「おy、tikれが此所に來てるる1り
書博士［・IL・Miんで．クリウベ・蒲’羽振りかへら

れる。自ノ勲i其の衷情に驚いて、

　「こうしれのですか？」

定h1くミ、博士iSl

疵の器棚がムベ・レグ鍛から來7こので

ぜう？」

　「えs。さうです」
　「べJレ）Jンのメムベルグ會祉の工場で此の

の器械が此の京都の天文墓に買匡れて來・7：の

だミ牒知らず勲りもD意外です。しかし、曲
「所で之れ鱒び目嚇に見捌輸快です」

上れ准聞いて、白分の喜びば博士以上でめつ

7こ。全く不思議な線書言ふより言葉数無いd
　そこで、自分ば、京都に於ける此の器械の使

用三豊葎話し、党ほ、：責任者なる博士から實
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　際使用上の種々の注意奄附いナこQ　　　　　　日本の生き六宗敏秘知るのに大きなインスu’

　　「今持ってるる’■　一一ロスタFが小さくて此　V一“7　ilンです」

　の器械に合ひ兼ねますのが獲念です。是非・　亡博士1工堂の申で自分にさ」やかれ六〇夫人

　Lff々の申に直征50センチ位のシPロスタト鏡　Sクリウベ’レ君烈i珍らしい此のあ才こVJの光

　が慾しいビ思ひます」　　　　　　　　　　　　　＝景為rカメラに牧1められる。

　ビ自分が言ふS、　　　　　　　　　　　　　本願寺からの婦途
　　「そうですね、少し小さい。しかし、50セ　　「土産ものが買ひブこい」

　ンチの鏡で1乱焦鮎に集まる熱量が非常に大　ミ言はれるから、四條通りの大丸に蓮れて行

　きくてs面倒た惹き起すごビになりますから　つ7こ。夫人ば美しい帯地なごを少しく買肥れ

　附置に熱た吸劃する装置が一苦心でぜう。爲　英子S、いろいろ品物の撰握たしてゐられろ

眞機の蓮動装置さへ良くあれば、可な胴・さ間・博士亡グ彫ベシ郡臥各々の持ち揚．
　い鏡面でもメ1支へなく研究に使へますよoj　　の為り子から申央計算室へ飛び交ふ計算箱の

　　「此の器械ご全く同じ大きさで此の型のも　敏捷な蓮動ぶりな見て打ち興じられる○

　のな、今・、世界の何所かの天雷蔓で使って居　　　もばや、目に夕暮に近1くなつ六のに、

　まぜうか？　使用上、峯考の・ために御聞きし圏　「日本の茶が飲みずこい」

ナ、いでVが…一一」　　　　　曙得るので・何所娘い場所な考へ硯
　　「いえ、ユ比の大きさのもの為バムベ：ルグ會・　ずこ力蓄、一寸、仔細なのカ、見當らなかつずこ。そ

　肚が作つナこのば此れが始めてです。此れが、　れで残念ながら、寺町のかぎ屋に少態して簡

　世界で最大の型です。」　　　　　　　　　　軍な茶菓か喫し・それから・急いで、一行を
　　此う聞いて白分匡論いナこ。t同時に、此の．ホテルに逡り届け7：0

　器械な持ってるろ京都二丈壱の誇り章、二二　　　博士一行に其の夜入昨過の急行で東京へ立

　上の大責任ごか感ぜざる准得なかつ．た。　　　カれた。同夜・自分もs少しく邊れて東上す

　　此の時、中村要氏が二丈舜へ來られ71。紹　る筈であっれナこめ・見付りばしなかつすこが・

　介によ9、すぐ同氏艮榑＝［：7こちミ握手dられ　英子ば濁り一行な京都騨に見迭つた。同時に

　ナこ。玉尺九寸の大男であろ中村氏も二士の長　此の昨・新城教授も騨に駆けつけて・昂嚢問

　い勇長にぽ及ばないこ定が衆目の前に立謬iぜ　ぎばの一行に創工れナこ由O

　られブこ。一早速の思ひつきで、中村氏の手　　　　×　　　×　　　×　　　×
肺づらlt．L、一同、北館の入。野景軋　二＋二日の朝・自分陳京にjtt・・’・’（帝齢

郷爲眞㈱・・轟・・獺れで粥算説毅謄鱗了晶
　　　　x　　　×　　　×　　　×　　　　た途つ’（自分tt到着麺博士i：知らぜるt・博

　　天外一巡鍛、搏士一行三人泊分等夫士も嬉び・

響驚編灘1．
西へ地響ぐに二條城に赴いずこ。それから又・　　「東京天丈墓な訪れろ時間がありまぜんで

　四條通り・烏丸通りな走り・折から彼岸で雑・し7こ。れy“、プロフエソ；レ．ヒラヤマにぱ會

　踏な極めてみる：束本願寺の内部を案内し710　　ひまし7：0東京にもアインシタイン鉾が出來

　「今日・午前中ば・ti“テ々に近い知恩院ご．るさうですれ。アインシタイン塔ば責用ぽか

　言ふ御寺だ見ましナこが・塾詣人ほ誰も無くて　り高くかsつくs聲澤なものですが」
　全く淋しい＝景’色でしプこ。ビころが、・今に此の　　E、ニート三日の男1」れのH景に、†専士1エホテル！の

　盛んな参詣者で埋まってみる本願寺な見て、　休憩室で自分に話され71。（終）

灘1購灘纂鷺！＿で、＿＿。．

　想
　　　同志肚飯　　義　　壽
レヘムの星でばなかつすこかO實にも星准眺む

るの心は吾等；為解脱淀解放S、否、更に人格


